
 

2026年 10月 27日 

一般社団法人日本損害保険協会 中国・四国支部 

 

 

 

 

日本損害保険協会中国・四国支部(委員長：藤中 麻里子・損害保険ジャパン株式会社 執行役員)

は、10月 17日(土)、18日（日）に鳥取県倉吉市で開催された「ぼうさいこくたい 2026 in鳥取」

に、財務省中国財務局鳥取財務事務所と共同でブース出展しました。  

共同で出展したブースでは、子供から大人まで楽しみながら防災について考える体験型企画「防災

チャレンジ～クイズ＆防災グッズ選び」を実施しました。クイズに挑戦した来場者からは、「ハザード

マップで浸水継続時間を確認できることを知らなかった」「地震保険金の使い道が制限されていない

ことを初めて知った」といった声が寄せられました。また、防災グッズ選びでは、親子で相談しなが

ら必要なものを真剣に選ぶ姿も多くみられ、子どもが保護者に「これ、家にある？」と尋ねる場面も

あり、家庭での備えを振り返るきっかけとなりました。 

ブースには約 300人が訪問されて、このほかにも地震保険や水災補償、災害便乗商法に関するチラ

シを配布し、被災後の生活再建を支える経済的な備えの重要性を啓発するとともに、災害に便乗した

特定修理業者とのトラブルへの注意喚起を行ないました。 

 なお、当支部では、「鳥取県感震ブレーカー普及協議会」のパートナー団体として活動していること

から、同協議会が出展するブースにおいて、感震ブレーカーの普及啓発にも取り組みました。 

当支部では、今後も行政や関係団体と連携し、地域の防災力向上につながる取り組みを推進してま

いります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ぼうさいこくたい 2026 in鳥取」に 

鳥取財務事務所と共同でブース出展 
 

ブースの様子① ブースの様子② 

感震ブレーカーに関するアンケート 会場の様子 

 


